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	知床エコツーリズム戦略の見直しの方針
	遺産管理計画において、知床エコツーリズム戦略（以下、エコツー戦略）を遺産管理計画の下位計画に位置づけたことを踏まえ、エコツー戦略においても記載事項の見直しを行う。
	見直しにあたっては、地域の自然・文化・歴史などの価値を基盤とし、それぞれの場所の価値に応じた利用や体験のあり方を整理する。 　この考え方は、地域の価値を整理し来訪者への伝え方を検討するIP全体計画（以下、IP）と共通しており、従来の価値整理に加えてIPの視点を反映することで、エコツー戦略における利用や体験の方向性を明確にする。
	・これにより、エコツー戦略が価値共有の基盤となるとともに、望ましい利用や体験の方向性を示す指針として機能するよう見直す。
	・斜里町のアクティビティリスク管理との整合を図りつつ、ゾーニングや利用方針と連動したリスクマネジメントを記載する。
	① 既存計画の整理・統合
	・利用適正化計画やエコツーリズム推進計画等の既存計画について、階層関係と役割を整理する。 ・本戦略を価値共有およびゾーニングの基盤計画として位置づけ、既存計画との関係を明確化する。
	・検討会議、WG、関係行政機関、地域事業者等の役割分担、政策決定手順および意思決定の流れを整理し、戦略本体に明記する。
	・実施体制や会議運営の具体的な運用規則を定めている「エコツーリズム戦略 事務取扱要領」についても、戦略の改訂と同時に見直しを進め、戦略との整合を図る。






